
部会の役割と進め方

(1)政策評価審査委員会で選定した各施策を重点的に審議するため、部会を設置（３部会）する

(2)部会の構成は、学識委員２名と公募市民委員２名の計４名の体制で行う

(3)関係局（施策所管課）の課長が、プレゼン資料による説明を１０分程度行い、その後２０分の質疑
応答を行う

(4)部会の審議終了後、意見をとりまとめ、全体会に報告する（進行は学識委員）

① 関係局によるプレゼンテーション
（10分程度）

② 関係局との質疑応答
（20分程度）

③ 評価対象施策の審議終了後、
意見をまとめる （30分程度）

※ 点線 内を評価対象施策ごとに繰り返す

部会の流れ
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※部会実施のイメージ

市民目線や専門的知識を
活かしつつ、横断的かつ
中立的な視点による評価

評価の視点

内部評価結果の妥当性

⇒内部評価結果が適切に行
われており、説明責任を

果たしているか

施策の方向性

⇒成果指標の達成状況を
踏まえた施策の推進方法、

取組の周知・ＰＲ方法 など

評価項目

全体会
で総括

部会１
学識2名
市民2名

部会２
学識2名
市民2名

部会３
学識2名
市民2名

評価対象施策の意見をまとめ全体会に報告

⇒１部会４程度施策として、２時間半～３時間
の審議時間を想定

プレゼンは、施策所管課
の課長が行う

※配下の事務事
業の関係者の出
席は5・6名程度を
想定しています。

資料２


